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Average Annual Wage

• まず年間総賃金。2024年
でアメリカは8万ドル越え。
日韓も5万ドルで、ちょっ
と高すぎる気がした。と
いうのはBLS統計だと
67,000ドルとかだからで
ある。調べたところ、ど
うもOECDは独自のPPP
換算レートを使ってる模
様。
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Labour compensation 
per hour worked

• 時間当たり賃金は2015年を100
とする指数でしか出て来ないが、
韓国は急成長。アメリカも安定
成長。これに対し長らく停滞し
ていた日本は2012年ぐらいか
ら増加に転じた。

• まさにアベノミクスの効果！と
思いきや、詳しく見ると違う。
先のグラフで見たように日本の
年収は5万ドルぐらいで停滞し
ているからだ。
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Average annual hours 
actually worked per worker

• 日本の労働時間は2012年
から急低下している。安
倍政権が熱心に進めた働
き方改革のおかげである。

• その結果、分子（年収）
は変わらず分母（労働時
間）が減ったので、時間
当たり賃金が上がったの
である。
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Wages per working hour • 実は時間当たり賃
金のPPP換算値は
引き続き日本の方
が韓国より高い。

• 年収は同水準だが、
労働時間が短いか
らである。これは
AIに計算させたも
の。
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PPP to US$
• 混乱の原因の一つは、

OECDの使用する購買
力平価には複数の尺
度があること。 

• これが最もよく使わ
れる米ドルを100とす
るPPP。確かに今の
PPPは95円である。

• これに対し食料PPP
は195円。日本の食費
はアメリカの倍で、
最近のエンゲル指数
急上昇の所以である。
これに対し医療費
（総額）PPPは半分。
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PPP to European Union (approximately to €)
• ユーロ圏27ヶ国を基準
とするPPPがある。こ
れによるPPPは150円前
後。ユーロ圏20ヶ国の
PPPは1.05なので、
ユーロの購買力平価は
143円前後。

• 現在の時価レート170円
越えは確かに高すぎる
けれど、米ドルに比べ
て乖離は少ない。昨年
の遠征で安ホテル代が1
日1万円に収まったのは
そのため。
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PPP to OECDs
• もう一つ、OECD諸
国を基準とするPPP
がある。あらためて
日本の食費が高いこ
とがわかる。

• OECD諸国PPPに比
べても現在の円は安
すぎか。
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